
 

 

 

 

 

 

 

 

マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 

に強いパイプハウス に強いパイプハウス 

アーチパイプの直径や肉
厚を増やすと、日陰が減り、
設計の自由度も増します。 

棟高の70%程度の箇所

にブレースを設置すると、
耐雪強度が増加します。 

妻面の開口部に注意が
必要です。 

パイプハウスの位置によっ
て補強方法が異なります。 
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Moriyama, H. et al. (2008): Reinforcement for pipe-framed greenhouse 

under snow load and design optimization considering steel mass, J.SASJ 

Moriyama, H. et al. (2010): Wind tunnel study of the interaction of two or 

three side-by-side pipe-framed greenhouses on wind pressure coefficients, 

T.ASABE 

19.1φ×1.1mmの 

アーチパイプ 

42.7φ×2.0mmの 

アーチパイプ 

左図の位置にブ
レースを設置す
ることで、地盤が
緩い状態で強度
が2～3倍増加し
ます。 

鋼材使用量は42%、日射遮蔽率は23%

まで減少します（積雪荷重30kgf/m2）。 

断面の大きなアーチパイプを使用すると、
パイプハウスの大きさによる鋼材量や日
射遮蔽率の差が小さくなります（現実的
なアーチパイプは31.8φ×1.6mm程度）。 

間口     4.5m              6m                    8m 風上棟 風下棟 

風向 

パイプハウ
ス内部の風
圧係数は、
密閉時は-

0.2ですが、
開口部があ
ると風向に
よって-0.9～
0.6まで変動
します。 

風向 

風上側側面が
押される 

負圧により内
側から引っ張
られる 

開口部 

屋根面・側面が
引っ張られる 

正圧により
内側から押
される 開口部 

Moriyama, H. et al. (2008): Wind pressure coefficient of a pipe-framed 

greenhouse and influence of the side gable openings using a wind tunnel, 

J.SASJ 

風上棟では側面に正圧がかかるため、
軒の変位を抑制する部材が有効です。
一方、風下棟では全体が負圧となるた
め、被覆材の固定、パイプ接合部の固
定、屋根の補強が重要です。 

低コスト耐候性パイプハウス 
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